








最近 10 年ほどの間の新生児未熟児医療は著しい進歩をしめし,極小未熟児や重篤な呼吸障

害を伴った新生児の後障害なき救命の可能性を大きくしてきた。新生児の予後の改善は主

として個々の医療施設の技術的進歩によってもたらされてきている。 


